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①第三者評価機関名

②施設・事業所情報

名称：

代表者氏名： 54  (55 ) 名

所在地：

TEL：

　職員数 常勤職員： 17 名 7 名

　専門職員 保育士 18 名 3 名

看護師 1 名 2 名

用務員 1 名

　施設・設備
　の概要

居室数： 設備等：

③理念・基本方針

第三者評価結果報告書

株式会社　学研データサービス

園庭、屋上テラス、
エレベーター

【施設・事業所の概要】

小学館アカデミー かみおおお
か保育園

認可保育園種別：

　経営法人・設置主体（法人名等）：

　開設年月日

ホームページ：

233-0001

https://www.shopro.co.jp/hoi
ku/shisetsu/kamioooka/

園長 伊藤　美雪

神奈川県横浜市港南区上大岡東１-３-１８

株式会社 小学館集英社プロダクション

2012年4月1日

045-842-0751

定員（利用人数）：

栄養士

調理員

非常勤職員：

保育室4室、調理室、
事務室、シャワー室、
トイレ

保育理念：あったかい心を持つ子どもに育てる
基本方針：「思いやり」の気持ちを大切にします。
　　　　　「生きる力」を大切にします。
　　　　　「主体性」を大切にします。
　　　　　「好奇心」が伸びる環境を大切にします。
　　　　　「経験」「体験」を大切にします。
　　　　　一人ひとりの「得意」を大切にします。
　　　　　「ことば」の美しさ、楽しさを大切にします。
　　　　　「地域の関わり」を大切にします。
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④施設・事業所の特徴的な取組

⑤第三者評価の受審状況

7 回 （ 2019 年度）

⑥総評

　全体的な計画に法人独自の保育プログラムを取り入れ、標準的な保育を実施するように努めています。実施
状況については毎月振り返りを行い、半期と年度末の年2回、年間指導計画を検証し、評価しています。抽出し
た課題をテーマにOJT研修を計画し、そのうえでチームで実践を行い、標準的な実施方法を学んでいます。
OJT研修は期間をあけて1つのテーマを2回行っており、PDCAサイクルによる改善と効果の実態を確認するこ
とができています。実践した内容は画像やイラスト、コメントによるドキュメンテーションを活用しながら繰
り返し検証するとともに、参加した職員のコメントをまとめて成果を評価し、保育力の向上につなげていま
す。

◆ドキュメンテーションを活用したOJT研修により、保育力を高めています

（契約日）～

2022年12月14日 （評価結果確定日）

　評価実施期間 2022年5月18日

　受審回数（前回の受審時期）

◇特長や今後期待される点

◆子どもたちが食事を楽しめるよう、さまざまな工夫をしています
　食べることへの興味や関心を引き出すために、積極的に食育活動に取り組んでいます。食事の際には子ども
が自ら進んで食べられるような声がけや、食事を楽しめるような雰囲気作りを大切にしています。季節感を考
慮し、暦や行事に合わせたメニューの作成に努めています。毎月お誕生日会にはケーキを提供するほか、七
夕、お月見、お正月などの暦に合わせた献立や、絵本に出てくる食事を再現した絵本給食、子どもたちの希望
に応じるリクエスト給食を実施しています。今年度は「かながわの特産・名産料理」と名付けて、しゅうまい
や相模原のかんこ焼き、伊勢原の豆腐を使ったメニューなど、子どもたちが食事を楽しめるような工夫をして
います。

　小学館アカデミーかみおおおか保育園は、横浜市営地下鉄・京急本線の上大岡駅から徒歩1分ほど
のところにある1～5歳児対象の認可保育所です。2012年4月に開設しました。上大岡駅は、横浜駅
まで電車で約15分ほどの場所に位置し、交通の便が良く、駅前には商店街や商業施設が立ち並んで
います。
　園内のエントランスには、保護者や見学者に向けて、工夫されたさまざまなお知らせ等が掲示され
ています。各保育室の前には、今年度から導入したドキュメンテーションを活用し、子どもたちの様
子がわかる写真を掲示することで、保育の様子をよりイメージしやすくなるような工夫がされていま
す。
　保育は法人独自の保育プログラムと連動させた全体的な計画を基に実践しており、5歳児になると
法人独自の入学準備プログラムを基に小学校への準備を進めていきます。子どもたちが「たのしい、
すき、おもしろい」を自ら感じてもらえるような保育活動に取り組み、子ども一人ひとりが興味のあ
る活動に集中して遊びこめるような環境を作っています。また、園内には充実した絵本が取り揃えら
れており、「小学館ライブラリー」にはたくさんの絵本が並んでいます。職員は「おすすめの絵本」
を選んで紹介し、子どもたちが自ら手に取りやすい環境にするなど、園全体が一丸となってさまざま
な工夫をしながら保育を行っています。
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⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

⑧第三者評価結果

　　別紙２のとおり

　この度、第三者評価を受審し、保護者の皆様のアンケートや職員の自己評価票から、現在の保育
ニーズや業務管理のあり方を再認識しました。 評価結果での課題は、今後のより良い保育を実践す
る上での具体的な示唆となり、改善点を来年度や中期・長期的な事業計画の中に活かせるように取り
組んでいきたいと思います。また、受審結果を受け評価された点については、その評価に甘んじるこ
となく、継続できるよう努力し、今後も職員一同さらなる「保育サービスの向上と質の確保」に努め
ていきたいと思います。
　保護者の皆様には今回の受審にあたり、アンケート調査にご協力を頂き感謝いたします。ありがと
うございました。


